
第５分科会 研究課題：豊かな人間性を育むカリキュラム・マネジメントの推進と校長の在り方

子どもたち・教職員の

ウェルビーイングの向上を目指した学校経営

留萌地区 天塩町立天塩小学校 建 山 和 則



Ⅰ 趣旨 １ はじめに

教育振興基本計画（第４期）

子供たちのウェルビーイング

を高めるためには、教師の

ウェルビーイングを確保する

ことが必要であり、学校が教

師のウェルビーイングを高め

る場となることが重要である。
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Ⅰ 趣旨 １ はじめに

子どものウェルビーイング

道
徳
教
育

人
権
教
育

教師のウェルビーイング

豊かな人間性の育成

学校全体のウェルビーイング

校長の弾力的リーダーシップ 校長の戦略的マネジメント 3



北海道は円滑
な行政のため
14の出先機関
（振興局）が
置かれており、
留萌管内はそ
の中の一つで
北西に位置し
ている。

Ⅰ 趣旨 １ 留萌管内について

札幌圏に道の人口
の約5割が集中。

4

少子高齢化と人口の
都市部への流出



留萌管内小中学校長会研究主題（令和5年度から）

持続可能な未来社会の創り手を育て、

ウェルビーイングの向上を目指す

留萌の小中学校づくり

Ⅱ 研究の概要 １ 研究のねらい

校長の弾力的リーダーシップ 校長の戦略的マネジメント

管内小中学校長25名での、実践レポートによる交流
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変革型
リーダーシップ

教職員個々の価値観を生かし、社会変化に対応したビジョンを共有することで協
働性を高めるスタイル。学校改革を実現する手法として新たに注目されている。

指導型
リーダーシップ

校長の意思決定によって指示命令を下し、厳密に管理するスタイル。トップダウ
ンで迅速な意思決定や危機対応、コンプライアンス管理に有効である。

サーバント
リーダーシップ

教職員や生徒への奉仕と支援を優先するスタイル。謙虚な姿勢で部下を守り、教
職員の主体性をはじめとした資質・能力の向上を促すことに焦点を当てる。

真摯型
リーダーシップ

校長自身の教育者としての信念・倫理を教職員に落とし込み、透明性・信頼を基
盤にしたスタイル。教職員の働きがいや目的意識を高め、風通しの良い学校文化
につながり、組織の対応力を強化する。

分散型
リーダーシップ

リーダーシップを校長のみならず、教頭やミドルリーダー、その他の教職員間で
分担・共有する。場面に応じて教職員個々の専門性を生かし、「チームとしての
学校」を目指しつつ、人材育成にもつながる。

Ⅱ 研究の概要 １ 研究のねらい

校長の
弾力的リーダーシップ

学校が抱える多様な課題に対応するため、多様なリー
ダーシップスタイルを弾力的に使い分ける。
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組織マネジメント
□教頭及びミドルリーダーの育成と役割の明確化
□働きやすい職場環境づくり（心理的安全性）

学校経営マネジメント
□予算・人的資源・時間の最適化
□学校評価の運用、データに基づく意思決定
□行政（教委）や地域との連携強化

カリキュラム・マネジメント
□教育の質の向上を目指した教育課程編成
□校内研修の充実と授業改善（指導観の深化）
□生徒指導・生徒支援（いじめ対応、不登校、特支）

信頼関係マネジメント
□保護者・地域・行政との関係性の構築
□教員との対話（相談しやすい校長に）
□危機対応・情報発信・服務(コンプライアンス)管理

Ⅱ 研究の概要 １ 研究のねらい

校長の
戦略的マネジメント

校長としてのビジョンとミッションを明確化し、組織
のパフォーマンスを最大化する。
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安全･安心な環境

自己実現（達成感、キャリア意識など）

自己肯定感

社会貢献意識

利他性協働性

サポートを受けられる環境

多様性への理解

心身の健康

学校や地域でのつながり

幸福感
（現在と将来、自分と周りの他者）

Ⅱ 研究の概要 ２ 研究の内容・方法

校長の弾力的リーダーシップ 校長の戦略的マネジメント

8

心身の健康

多様性への理解

自己肯定感 安全･安心な環境

教育振興基本計画（第４期）Ⅱ 今後の教育政策に関する基本的な方針より抜粋 日本社会に根差したウェルビーイングの要素

学校や地域でのつながり

サポートを受けられる環境



（１）みんなの思いが集結した学校教育目標の作成
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指標が多岐にわたり

効果が分散

子どもが
主体的に目指せる

表現へ

多くの声を生かした目標へ改訂

（１）みんなの思いが集結した学校教育目標の作成
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（１）みんなの思いが集結した学校教育目標の作成

校長の弾力的リーダーシップ
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校長の戦略的マネジメント

（１）みんなの思いが集結した学校教育目標の作成
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（１）みんなの思いが集結した学校教育目標の作成
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ウェルビーイングの向上・豊かな人間性の育成
子ども 教職員 保護者 地域

学校や地域でのつながり

心身の健康

幸福感（現在と将来、自分
と周りの他者）

ウェルビーイングの理解を
促す

◎

◎

○

子ども 教職員 保護者 地域

学校や地域でのつながり ◎ ○ ○ ○
心身の健康 ○ ○
幸福感（現在と将来、自分
と周りの他者） ◎ ○
ウェルビーイングの理解を
促す ◎ ○ ○

（１）みんなの思いが集結した学校教育目標の作成

信頼関係マネジメント

変革型リーダーシップ

指
導
型
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

分
散
型
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
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（２）人権教育の視点からの学校経営の改善

人権教育の視点からの学校経営の改善に関する法律（第3 条）

「国及び地方公共団体が行う人権教育及び人権啓発は、学校、
地域、家庭、職域その他の様々な場を通じて、国民が、その発
達段階に応じ、人権尊重の理念に対する理解を深め、これを体
得することができるよう、多様な機会の提供、効果的な手法の
採用、国民の自主性の尊重及び実施機関の中立性の確保を旨と
して行われなければならない。」

学校方針 “「命」を大切にする学校”

校長の弾力的リーダーシップ
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（２）人権教育の視点からの学校経営の改善

校長の戦略的マネジメント
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（２）人権教育の視点からの学校経営の改善
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ウェルビーイングの向上・豊かな人間性の育成
子ども 教職員 保護者 地域

安全・安心な環境

サポートを受けられる環境

自己肯定感

ウェルビーイングの理解を
促す

子ども 教職員 保護者 地域

安全・安心な環境 ◎

サポートを受けられる環境

自己肯定感

ウェルビーイングの理解を
促す ◎

子ども 教職員 保護者 地域

安全・安心な環境 ◎ ◎

サポートを受けられる環境 ◎

自己肯定感

ウェルビーイングの理解を
促す ◎

子ども 教職員 保護者 地域

安全・安心な環境 ◎ ◎

サポートを受けられる環境 ◎ ○

自己肯定感 ○
ウェルビーイングの理解を
促す ◎ ○

（２）人権教育の視点からの学校経営の改善

組
織
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

真
摯
型
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

学校経営マネジメント

18



EdvPath（年間5回実施）

（３）安心して学ぶことができる
環境を整える校長の役割

自己肯定感、意思決定力、
コミュニケーション能力、
メタ認知、やりぬく力、

心理的安全性等

100項目以上の質問に
児童が端末より入力

結果を子ども自身が
閲覧することができる

子どもの困り感
を見える化

校長の戦略的マネジメント
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EdvPath（年間5回実施）

前回 今回

（３）安心して学ぶことができる
環境を整える校長の役割 校長の戦略的マネジメント
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EdvPath（年間5回実施）

コーディネーターが
オンラインでサポート

2番の子、心配だから
本人や保護者から

お話聞いてください。

（３）安心して学ぶことができる
環境を整える校長の役割

校長の戦略的マネジメント

有効性を教育委員会と共有し、
中学校区での活用から市全体の活用へ 21



問い直すべき教師の在り方（学校経営方針の際に提示）

• 教師本位のルール・ライン・基準を問い直す
⇒ それは本当に叱るべき内容なのか？

• 教室に不用意に吹かせている「風」を自覚する
⇒ 不適切な行動にいちいち動揺しない自分を見せる・泰然自若とした姿勢

• 安全基地（Secure Base）としての役割を果たす
⇒ 信頼できる教師がそばにいて、安心な空間をつくってくれている、という安心

感が子どもの心を支える

• 相手（子ども・保護者・同僚）への敬意（リスペクト）を示す
⇒ 敬意にあふれた言葉には人の心を支え、前向きにさせる力がある

（出典：「人的環境のユニバーサルデザイン」2019東洋館出版社）

（３）安心して学ぶことができる
環境を整える校長の役割 校長の弾力的リーダーシップ
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ウェルビーイングの向上・豊かな人間性の育成
子ども 教職員 保護者 地域

安全・安心な環境

多様性への理解

サポートを受けられる環境

自己肯定感

ウェルビーイングの理解を
促す

子ども 教職員 保護者 地域

安全・安心な環境 ◎ ◎

多様性への理解

サポートを受けられる環境 ◎ ◎

自己肯定感 ◎
ウェルビーイングの理解を
促す

子ども 教職員 保護者 地域

安全・安心な環境 ◎ ◎

多様性への理解 ◎

サポートを受けられる環境 ◎ ◎

自己肯定感 ◎
ウェルビーイングの理解を
促す ◎

（３）安心して学ぶことができる
環境を整える校長の役割

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

真摯型リーダーシップ

サーバントリーダーシップ
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（４）アサーティブな行動によるコミュニケーションの向上

校長の戦略的マネジメント

学校経営案に位置付け

養護教諭の動き

アサーティブな行動

SＳＷへの波及

感情学習勉強会
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（４）アサーティブな行動によるコミュニケーションの向上

校長の弾力的リーダーシップ

全体懇談会での保護者説明

保護者からの質問を
学校だよりでお伝え
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ウェルビーイングの向上・豊かな人間性の育成

（４）アサーティブな行動によるコミュニケーションの向上

子ども 教職員 保護者 地域

安全・安心な環境

多様性への理解

自己肯定感

ウェルビーイングの理解を
促す

子ども 教職員 保護者 地域

安全・安心な環境 ◎

多様性への理解 ○

自己肯定感

ウェルビーイングの理解を
促す ○

子ども 教職員 保護者 地域

安全・安心な環境 ◎ ◎ ◎

多様性への理解 ◎ ◎ ○

自己肯定感 ◎
ウェルビーイングの理解を
促す ◎ ○

分
散
型
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

変
革
型
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

カリキュラム・マネジメント
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（５）ふるさと教育を通した多様性への理解

校長の戦略的マネジメント 探求的な学習となるように

課題設定・情報の収集

副読本の活用

外部人材活用による整理・分析

保護者を交えた発表会

校長の弾力的リーダーシップ

校長がオブザーバーとして授業補助
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（５）ふるさと教育を通した多様性への理解

アイヌの人たちの服を実
際に着てみると、暖かく
てびっくりました。
ムックリやトンコリの楽
器は、音色がすごくきれ
いでした。

日本各地でアイヌの伝統料理を
作る体験教室があってもいいと
思いました。

学習を終えて感じたこと
は、アイヌの伝統は守ら
ないといけないというこ
とです。私たち北海道民
が守り、受け継いでいか
ないとなくなってしまう
かもしれない。

私はアイヌの人たちにとても
興味があるので、これからも
たくさん知って、大人になっ
たときに子どもたちに教えら
れるようになれたらいいなと
思います。

私は、アイヌの人たちの
ことを名前くらいしか知
りませんでした。でも調
べたり教えてもらったり
したら、思った以上にお
もしろかったです。

歌や踊りは、とても難しかったです。

1回やっただけでも疲れちゃって、
アイヌの人たちはこの踊りを何回も
やっていてすごいなと思いました。

アイヌの人たちの、ものを
大切にして無駄にしない工
夫がすごいと思った。私も、
いろいろな工夫やアイデア
を大切に過ごしていきたい。
そして、差別をしないで生
きていきたい。
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ウェルビーイングの向上・豊かな人間性の育成
子ども 教職員 保護者 地域

学校や地域でのつながり

多様性への理解

サポートを受けられる環境

ウェルビーイングの理解を
促す

子ども 教職員 保護者 地域

学校や地域でのつながり ◎

多様性への理解 ◎

サポートを受けられる環境 〇
ウェルビーイングの理解を
促す 〇

子ども 教職員 保護者 地域

学校や地域でのつながり ◎

多様性への理解 ◎ ◎ ◎ 〇

サポートを受けられる環境 〇
ウェルビーイングの理解を
促す 〇 〇 〇

（５）ふるさと教育を通した多様性への理解

学校経営マネジメント

カリキュラム・マネジメントサ
ー
バ
ン
ト
・
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
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（６）ＰＢＩＳによる自己肯定感の向上

校長の戦略的マネジメント

ＰＢＩＳ（ポジティブな行動介入と支援）
問題行動を減らす指導や、できていないことへの指導ではなく、望ましい行
動を増やすことで結果的に問題行動が減るという考え方を教職員で共有した。

スタンダードから
キラリに

児童会が「友達
編」と動画を作成 30



（６）ＰＢＩＳによる自己肯定感の向上

校長の弾力的リーダーシップ

校長室前でカードを
記入

スタンプを押して掲示

全校朝会で紹介

31



ウェルビーイングの向上・豊かな人間性の育成

（６）ＰＢＩＳによる自己肯定感の向上

子ども 教職員 保護者 地域

安全・安心な環境

幸福感（現在と将来、自分
と周りの他者）

サポートを受けられる環境

自己肯定感

ウェルビーイングの理解を
促す

子ども 教職員 保護者 地域

安全・安心な環境 ◎
幸福感（現在と将来、自分
と周りの他者） ◎

サポートを受けられる環境 ○

自己肯定感 ◎
ウェルビーイングの理解を
促す

子ども 教職員 保護者 地域

安全・安心な環境 ◎ ○
幸福感（現在と将来、自分
と周りの他者） ◎

サポートを受けられる環境 ○ ○

自己肯定感 ◎
ウェルビーイングの理解を
促す ◎ ○

指
導
型
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

変
革
型
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
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Ⅲ まとめ
１ 成果

⑴校長がリーダーシップを発揮し、

分かりやすい言葉で繰り返しビ

ジョンを伝えたことで、児童・

保護者・教職員の当事者意識が

高まり、互いを尊重し認め合う

姿勢が育まれ、ウェルビーイン

グの向上につながった。

⑴校長がリーダーシップを発揮し、

分かりやすい言葉で繰り返しビ

ジョンを伝えたことで、児童・

保護者・教職員の当事者意識が

高まり、互いを尊重し認め合う

姿勢が育まれ、ウェルビーイン

グの向上につながった。

⑴校長がリーダーシップを発揮し、

分かりやすい言葉で繰り返しビ

ジョンを伝えたことで、児童・

保護者・教職員の当事者意識が

高まり、互いを尊重し認め合う

姿勢が育まれ、ウェルビーイン

グの向上につながった。

⑴校長がリーダーシップを発揮し、

分かりやすい言葉で繰り返しビ

ジョンを伝えたことで、児童・

保護者・教職員の当事者意識が

高まり、互いを尊重し認め合う

姿勢が育まれ、ウェルビーイン

グの向上につながった。
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Ⅲ まとめ
１ 成果

⑵ 自己肯定感やコミュニケーショ

ン能力の低さ、及び、多様性理

解等の学校課題に対して、校長

が人権教育を意識した教育課程

を編成し、継続的な取組にする

ことで、学校全体の人権意識が

高まった。

⑵ 自己肯定感やコミュニケーショ

ン能力の低さ、及び、多様性理

解等の学校課題に対して、校長

が人権教育を意識した教育課程

を編成し、継続的な取組にする

ことで、学校全体の人権意識が

高まった。

⑵ 自己肯定感やコミュニケーショ

ン能力の低さ、及び、多様性理

解等の学校課題に対して、校長

が人権教育を意識した教育課程

を編成し、継続的な取組にする

ことで、学校全体の人権意識が

高まった。

⑵ 自己肯定感やコミュニケーショ

ン能力の低さ、及び、多様性理

解等の学校課題に対して、校長

が人権教育を意識した教育課程

を編成し、継続的な取組にする

ことで、学校全体の人権意識が

高まった。
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Ⅲ まとめ
１ 成果

⑶ 校長の戦略的マネジメントに

より教職員のウェルビーイン

グが高まった状態は、安全・

安心な学校づくりに効果的で

あり、子どもの豊かな人間性

の育成に大きく関与するもの

と考える。

⑶ 校長の戦略的マネジメントに

より教職員のウェルビーイン

グが高まった状態は、安全・

安心な学校づくりに効果的で

あり、子どもの豊かな人間性

の育成に大きく関与するもの

と考える。
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Ⅲ まとめ
２ 課題

⑴ ウェルビーイングの向上や豊かな人間性

が育まれたかを、客観的な数値で判断す

る方法が難しい。アンケート等で数値が

変化しても、取組との関連性が不確かで

あり、希薄な面もある。

⑵ 人権教育や児童への関わり方の問い直し

は理解に温度差があり浸透しにくい面が

あるので、今後も継続して働きかけてい

く必要がある。 36
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